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Abstract：The development of competence of young teachers is an urgent issue in schools, however, it 
is difficult to provide training opportunities and conduct independent studies on their progress due to time 
constraints. This study aims to develop and put into practice connecting teaching communities in order to 
benefit young and inexperienced teachers. An investigative survey was conducted amongst related organizations 
collaborating on improving the teaching ability of these young teachers; grasping the intentions and needs of 
both young and senior teachers. The results of the survey demonstrated (1) the expectations and intentions of 
young and senior teachers, as well as reviewed their means and opportunities of interaction. In addition to that, (2) 
the importance of intentionally arranging occasions to share opinions and undergo training sessions both inside 
and outside of schools. Finally, that (3) building school systems and networks of related organizations can make 
attractive exchange meetings and workshops in the teaching community more feasible even in a busy education 
site.
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４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％
だいたい あまりない ない
5.4 24.3 59.5 10.8
0.0 50.0 43.8 6.3
3.8 32.1 54.7 9.4
問１．今年度，若手教員に相談されたことはありますか。




























































































































































































































































































































































































































とてもよかった 概ねよかった あまりよくなかった よくなかった
54% 39% 7%
１．講演会について









































































































①授業設計 ７月２８日㈫ ７月２９日㈬ ８月２４日㈪
②模擬授業 ８月５日㈬ ８月７日㈮ ８月３１日㈪
③授業実践 ９月３日㈭ ９月１８日㈮ １０月１４日㈬
表９　「授業づくり講座」がとてもよいと思う理由
表１０　授業づくり講座の現時点での成果
若手教員
【授業実践力の向上】
・授業設計を行う時は，子どもが分かりやすく楽しく，どんな授業がい
いのかとじっくりと考えることができた。模擬授業では参観の先生方
から，子どもの視点の意見をたくさんいただき，本当に自分の授業力
改善につながった。
・授業者を含め，多くの先生方の意見を聞くことができ，授業改善，教
材研究の助けとなる。
・多くの先生方の意見と比べながら，自分の考えを深めることができる。
また，他の先生方の授業の工夫や作り方を見て学べるよい機会である。
先輩教員
【実践への意欲】
・自分にはない視点から多様な意見をいただける。
・授業設計，模擬授業，授業実践の中で，多くの先生方や学生の皆さん
から，いろいろな角度から教えていただける素晴らしい機会である。
研究授業では，自分の授業に自信をもって取り組めるようになる。
・教師は授業が命，若い内から授業に向かう姿勢をつくり，やり遂げる
経験は，学級経営等，他のことにも波及していくと考える。
学生・院生
【共有による安心感】
・経験のない学生であるため，多くのことが吸収できる。
・これから授業をつくっていく上で，役に立つことを聞くことができる。
・自分の意見に自信をもつことや，自分では考えつかなかった発見につ
ながる。
【実践への意欲】
・大学の講義では学べない，子どもの反応や発言をもとにしながら授業
を振り返っていくことで，今後どういうところを大切にして授業すべ
きなのか，たくさん勉強になった。
・実際の授業や研究会に参加させていただくことで，先生方の学び続け
ていく姿勢を感じることができ，刺激を受けた。
管理職
【若手教員の教師力向上】
・自信をもって取り組む姿が増えた。
・実態を意識した授業準備や教材研究に，粘り強く取り組むようになっ
ている。
・自分で抱え込まず同僚に尋ね，一緒に協働できるようになった。
・授業づくり講座をやりきることで自信がつき，声や表情も大変よく
なった。
【先輩教員の変容】
・若手教員に尋ねられることで，自分の指導技術の継承を積極的に行う
ようになり，一層モチベーションが高まった。
・若手のよさを再確認できている。
【職員間でのコミュニケーションの向上】
・何でも話し合える雰囲気ができ，子どもたちへの指導・支援について，
話すことが当たり前になった。
・職員室の雰囲気が，格段に明るくなっている。
【学校の活性化】
・全員で取り組むことで，学校に活気が出てきた。
・校内外の参加者がいることで，教師も子どもも刺激になっている。
・若手もベテランもつながりが出てきた。様々な面で子どもをめぐって，
いい雰囲気・風土が形成されてきた。
【関係機関との連携】
・大学が，気軽に相談できる身近な存在となっている。
・実態把握，目標共有についてのアドバイスのおかげで同じ方向を向い
て取り組めている。
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Ⅳ．まとめと今後の課題・展望
　若手教員の教師力向上に向けて行った実態調査や，こ
こから明らかとなったニーズを踏まえて，若手教員を支
援するため，教育に携わるものをつなぐ取組を開発・実
践してきた。そこから見えてきたことは３点ある。
　１点目は，実態調査や各種取組後のアンケートから明
らかになった若手教員の思いである。先輩教員から見る
と，自信を持って取り組んでいるように思える若手教員
ではあっても，内心は先輩教員からのアドバイスを求め
ている。よって若手教員は，自分から積極的に先輩教員
に助言を求める姿勢を持ち続けるとともに，先輩教員も
しっかりと若手教員に関わっていくことが重要である。
　２点目は，実態調査や各取組での様子やアンケート結
果から，悩みを出し合ったり相談したりするといったコ
ミュニケーションや具体的な指導方法の共有が，若手教
員の安心感や落ち着き，更なる意欲につながることが分
かった。このことから，今後も校内外で気軽に意見を出
し合える場や研修の機会を，意図的・継続的に設定して
いくことが大切だと考える。
　３点目として，多忙な学校現場の中での限られた時間
であっても，内容や方法の工夫・改善や，関係機関が連
携することで，魅力ある交流会や研修は実現可能である
ということである。今回，開発・実践した取組は，若手
教員の教師力向上に向けた，新たな研修方法の一助にな
ると考える。
　今回の取組を通して，当事者である若手教員はもとよ
り多くの先輩教員が，若手教員の教師力向上を願うとと
もに，自分自身の教師力も高めていきたいと思っている
ことをひしひしと感じた。また，教員の養成期である大
学院生や学生にとっても，こうした取組に参加すること
で，学校現場での教員に求められる資質能力を間近で学
ぶことができ，今後に向けての貴重な機会となった。以
上のことから，今回の取組は，若手教員の教師力向上に
とどまらず，学校全体の活性化，ひいては未来を担う子
どもたちにつながるものであることを実感することがで
きた。
　変化の激しい時代において，教員には，不断に最新の
専門的知識や指導技術，豊かな人間性等を身に付けてい
くことが求められている。そうした今だからこそ，教育
に携わる関係機関が，強い使命感や危機感を持って連携
協力し合い，社会状況やニーズを的確につかみ，様々な
人・もの・ことをつなぎ，若手教員の育成を行っていく
必要がある。今回の取組を継続すること，その教育効果
を検証していくことが今後の課題である。
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